
東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」

と
宋
代
士
大
夫

近
　
藤
　
　
　
成

は
じ
め
に

　
「
書
と
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
こ
の
書
を
黙
っ
て
さ
し
出
せ
ば
よ
い
」
と
石

川
九
楊
氏
を
し
て
言
わ
し
め
た
蘇
執
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
は
、
由
来
、
歴
代
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
）

賞
者
の
賛
嘆
の
辞
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
き
た
。
現
存
詩
巻
の
題
籔
者
で
あ
る

清
末
の
人
梁
鼎
券
（
節
蕃
）
、
題
字
の
揮
毫
者
乾
隆
帝
を
は
じ
め
、
こ
の
詩
巻
に

題
践
を
認
め
て
き
た
諸
家
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
年
の
中
国
書
道
史
関
係
の

書
物
に
お
い
て
東
壊
書
蹟
中
の
神
品
第
一
と
す
る
解
説
は
定
着
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
こ
れ
を
「
書
の
中
の
書
、
書
中
の
龍
（
王
）
」
と
ま
で
激
賞
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

る
こ
と
で
石
川
氏
の
評
価
は
際
立
つ
。
し
か
も
従
来
、
こ
の
書
が
何
ゆ
え
神
品

第
一
な
の
か
に
つ
い
て
は
印
象
批
評
以
外
、
殆
ど
何
の
説
明
の
な
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
中
で
、
氏
は
「
黄
州
寒
食
詩
巻
は
、
完
全
な
三
折
法
段
階
に
移
行

を
果
た
し
た
段
階
で
、
二
折
法
の
書
の
歴
史
を
も
う
一
度
総
括
し
て
い
る
。
そ

の
点
が
新
三
折
法
へ
の
転
生
を
果
た
し
た
黄
庭
堅
と
は
異
な
り
あ
る
種
の
わ
か

り
に
く
さ
を
孕
ん
で
い
る
理
由
で
あ
り
、
ま
た
古
法
三
折
法
を
見
据
え
て
い
る

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ル

点
で
書
の
規
模
は
途
方
も
な
く
深
大
」
と
述
べ
、
各
書
字
の
詳
細
な
分
析
を
ふ

　
　
　
　
　
　
東
壊
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
大
夫

ま
え
そ
れ
ら
が
王
義
之
（
二
折
法
）
と
顔
真
卿
（
三
折
法
）
を
統
合
し
た
空
前

絶
後
の
書
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
弧
絶
し
屹
立
す
る
姿

に
「
書
の
中
の
書
」
で
あ
る
理
由
を
求
め
た
。
こ
れ
は
「
筆
蝕
」
と
い
う
氏
独

白
の
概
念
を
中
核
に
、
書
道
史
で
は
な
く
書
史
と
し
て
中
国
の
書
の
歴
史
を
体

系
化
し
た
独
特
の
観
点
か
ら
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
そ
の
体
系
を
受
容
す
る
か

否
か
は
別
と
し
て
、
氏
の
文
脈
に
沿
う
限
り
甚
だ
説
得
力
あ
る
説
明
と
い
え

（
3
）

よ
う
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
詩
巻
の
価
値
は
、
続
く
黄
庭
堅
（
山
谷
）
の
書
（
践

文
）
の
存
在
に
よ
っ
て
倍
加
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
山
谷
の
蹴
文
は
「
こ
の
東

披
の
詩
は
李
白
も
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
書
は
顔
魯
公
、
楊
少
師
、
李
西
蔓

の
筆
意
を
兼
ね
、
東
披
も
二
度
と
こ
の
よ
う
な
書
は
書
け
な
い
で
あ
ろ
う
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
一

記
す
こ
と
に
よ
り
、
後
世
の
評
価
の
方
向
を
決
定
付
け
た
。
こ
の
詩
巻
に
記
さ

れ
た
題
践
の
類
を
記
載
の
順
に
挙
げ
れ
ば
、
東
披
の
詩
と
山
谷
の
践
文
の
問
に

乾
隆
帝
の
小
字
行
書
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
の
題
記
が
あ
り
、
山
谷
の
後

に
明
董
其
昌
の
行
書
題
践
、
南
宋
張
績
の
稽
書
題
践
、
近
人
王
世
木
一
の
民
国
四

十
八
年
（
一
九
五
九
）
行
書
題
践
、
内
藤
虎
次
郎
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



楮
書
題
践
、
顔
菌
伯
の
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）
行
書
題
政
、
羅
振
玉
甲
子

（
一
九
二
四
）
行
書
題
政
と
続
く
。
こ
れ
ら
鐸
々
た
る
歴
代
鑑
賞
者
の
豪
華
絢
燗

と
も
い
え
る
践
文
が
、
こ
の
詩
巻
の
価
値
を
一
層
高
め
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。

　
諸
題
践
の
な
か
で
と
く
に
顔
践
は
、
詩
巻
が
乾
隆
年
問
に
清
朝
内
府
に
入
っ

た
の
ち
、
英
仏
軍
の
円
明
園
焼
き
討
ち
に
よ
り
巷
問
に
流
出
し
た
以
降
の
流
転

に
詳
し
く
、
内
藤
湖
南
の
敏
は
そ
れ
を
含
め
、
歴
代
の
著
録
と
先
行
題
践
を
考

証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
責
庭
堅
題
敏
以
後
の
詩
巻
の
歴
史
を
簡
潔
に
ま
と
め
て

い
る
。
典
雅
な
文
章
と
智
永
を
学
ん
だ
と
い
う
そ
の
王
義
之
流
の
書
は
、
こ
れ

ら
題
践
中
で
群
を
抜
く
。
半
年
余
り
自
ら
の
書
斎
に
置
き
日
夜
親
し
く
賞
玩
、

秘
蔵
の
乾
隆
御
墨
を
磨
し
、
心
太
平
室
の
純
狼
毫
を
用
い
て
書
き
上
げ
た
と
い

う
践
文
か
ら
は
湖
南
の
感
激
ぶ
り
が
立
ち
上
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
羅

振
玉
践
は
、
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
湖
広
総
督
と
し
て
武
昌
に
在
っ
た

張
之
洞
の
も
と
に
、
そ
の
蘇
較
癖
を
知
る
当
時
の
詩
巻
所
蔵
者
が
高
価
で
の
買

い
取
り
を
期
待
し
て
来
訪
し
た
折
の
逸
話
を
記
し
た
も
の
で
、
張
之
洞
顕
彰
の

文
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
客
と
書
の
売
買
を
め
ぐ
り
虚
虚
実
実
の
駆
け
引
き
を
展

開
す
る
之
洞
の
姿
が
興
味
深
い
。
小
論
は
、
こ
の
「
書
の
中
の
書
」
に
黄
敢
が

加
え
ら
れ
、
北
宋
を
代
表
す
る
二
家
の
書
が
好
を
争
う
至
宝
が
誕
生
し
て
伝
世

す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
主
に
考
察
し
、
そ
こ
に
宋
代
固
有
の
時
代
状
況
が

そ
れ
を
可
能
に
し
た
こ
と
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
湖
南
の

敬
を
摘
録
し
て
、
問
題
の
あ
り
か
を
示
し
た
い
。

湖
南
題
蹴
を
め
ぐ
っ
て

八
二

　
内
藤
湖
南
は
、
乾
隆
帝
の
巻
首
題
字
「
雪
堂
余
韻
」
の
四
字
が
倣
澄
心
堂
紙

の
致
佳
な
る
も
の
に
書
か
れ
て
い
る
指
摘
か
ら
始
め
、
東
披
の
詩
、
山
谷
の
践

双
方
に
刊
記
署
名
の
な
い
こ
と
、
山
谷
践
後
に
董
其
昌
（
玄
宰
）
の
践
が
あ
る

こ
と
を
い
う
。
次
に
張
丑
（
青
父
）
の
「
清
河
書
書
紡
」
の
語
を
紹
介
、
お
よ

び
†
永
誉
（
令
之
一
「
式
古
堂
書
書
彙
考
」
に
も
著
録
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
院

元
（
芸
墓
）
の
「
石
渠
随
筆
」
を
や
や
詳
し
く
引
用
し
て
山
谷
の
敏
が
書
か
れ

た
事
情
の
解
説
の
代
わ
り
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
詩
巻
中
の
「
埋
輸
之
後
」
印

を
、
張
氏
の
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
は
次
節
で
詳
し
く
み
る
が
、
山
谷
敏
の
誕

生
に
か
か
わ
っ
た
張
氏
は
漢
の
張
良
の
子
孫
を
称
し
て
お
り
、
「
埋
輸
」
が
張
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

の
蕎
で
あ
る
後
漢
の
張
綱
の
故
事
に
因
む
こ
と
か
ら
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。
続
い

て
巻
中
の
印
記
に
触
れ
「
天
暦
之
賓
」
や
孫
退
谷
、
納
蘭
容
若
諸
人
の
印
に
よ

り
乾
隆
以
前
の
来
歴
が
知
ら
れ
る
と
す
る
。
と
く
に
説
明
は
な
い
が
「
天
暦
之

賓
」
は
元
の
文
宗
天
順
帝
（
年
号
天
暦
）
の
も
の
、
孫
退
谷
（
承
澤
、
一
五
九

＝
丁
一
六
七
六
）
は
「
北
平
孫
氏
」
、
納
蘭
容
若
（
性
徳
、
一
六
五
五
－
ニ
ハ
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
補
注
一

五
）
は
「
成
徳
」
「
容
若
書
養
」
「
楊
伽
」
な
ど
の
印
か
ら
の
推
定
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
乾
隆
以
降
の
流
伝
は
顔
駿
に
明
ら
か
で
あ
る
と
し
、
そ
の
顔
菌
伯
が
大

正
壬
戌
（
十
一
年
、
一
九
二
二
）
に
来
日
、
東
京
で
菊
池
慢
堂
に
重
価
で
譲
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
翌
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
東
京
は
十

の
六
、
七
が
焼
け
、
菊
池
氏
の
先
代
か
ら
の
蒐
集
品
も
灰
燵
に
帰
し
た
が
、
氏



は
身
を
賭
し
て
李
龍
眠
「
溝
湘
巻
」
と
こ
の
詩
巻
を
持
ち
出
し
救
っ
た
こ
と
を

述
べ
、
そ
の
行
為
を
称
え
て
い
る
。
こ
の
菊
池
氏
が
上
洛
、
湖
南
に
敏
文
を
依

頼
し
、
半
年
余
り
手
元
に
置
い
た
後
、
大
正
十
三
年
四
月
に
以
上
の
文
を
記
し

た
と
す
る
。
さ
ら
に
追
記
が
あ
り
、
嘗
て
丁
巳
（
大
正
六
年
一
九
一
七
）
の
年

に
北
京
の
書
画
展
覧
会
で
み
た
こ
と
を
い
う
。

　
湖
南
が
引
く
院
元
『
石
渠
随
筆
』
二
の
関
連
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
蘇
較
黄
州
寒
食
詩
墨
蹟
巻
、
後
に
黄
魯
直
践
有
り
。
世
の
鴻
賓
為
り
。
顧

　
　
る
に
戯
鴻
の
刻
す
る
所
は
、
蘇
詩
黄
践
に
止
ま
る
。
其
の
後
の
張
績
一
践

　
　
は
、
人
、
未
だ
之
れ
を
見
ず
。
其
の
敏
に
云
う
（
中
略
）
。
彰
大
司
空
云
う
、

　
　
績
践
に
謂
う
所
の
曽
大
父
橿
院
は
乃
ち
張
公
裕
な
り
。
曽
て
秘
閣
校
理
に

　
　
官
た
り
。
其
の
子
浩
は
即
ち
謂
う
所
の
永
安
、
庭
堅
が
為
に
仁
宗
皇
帝
御

　
　
書
の
記
を
作
る
者
な
り
。
盧
山
府
君
は
、
乃
ち
公
裕
の
弟
公
部
な
り
。
通

　
　
直
郎
に
官
し
慮
山
県
に
知
た
り
。
張
氏
は
世
々
蜀
州
江
原
の
人
為
り
。
留

　
　
侯
の
蕎
よ
り
出
づ
と
云
う
。
故
に
三
晋
を
以
っ
て
署
望
す
る
な
り
、
と
。

一
、
二
の
文
字
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
『
湖
南
文
存
』
七
（
『
全
集
』

一
四
所
収
）
に
収
載
す
る
蘇
東
披
黄
州
寒
食
詩
巻
政
の
引
用
部
分
で
あ
る
。
院

元
が
引
く
彰
大
司
空
と
は
、
明
清
時
代
に
大
司
空
が
工
部
尚
書
の
別
称
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
南
昌
の
人
で
乾
隆
二
十
二
年
の
進
士
、
翰
林
院
南
書
房

の
上
司
に
あ
た
る
彰
元
瑞
（
一
七
＝
二
㌔
一
八
〇
三
　
字
掌
価
、
号
芸
楯
）
が

そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
詩
巻
に
書
か
れ
た
験
の
原
文
に
は
傍
線
部
が
欠
落

し
て
お
り
、
こ
れ
で
あ
る
と
曽
大
父
穫
院
が
張
公
裕
、
永
安
が
そ
の
子
の
浩
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
）

あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
上
記
引
用
で
中
略
し
た

　
　
　
　
　
　
東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
大
夫

張
績
の
骸
が
、
山
谷
践
の
事
情
を
知
る
手
掛
か
り
で
あ
る
の
で
、
以
下
全
文
を

原
政
か
ら
引
く
。

　
　
東
披
老
仙
の
三
詩
は
、
先
世
の
蕾
と
蔵
す
る
所
な
り
。
伯
祖
永
安
大
夫
、

　
　
嘗
て
山
谷
に
眉
の
青
神
に
謁
せ
し
と
き
行
書
の
帖
を
携
う
る
有
り
。
山
谷
、

　
　
皆
な
其
の
後
に
践
す
。
此
の
詩
は
其
の
一
な
り
。
老
仙
、
文
高
く
筆
妙
に

　
　
し
て
、
桑
と
し
て
香
漢
雲
霞
の
麗
し
き
が
若
し
。
山
谷
又
た
之
れ
を
襲
楊

　
　
踏
腐
す
。
絶
代
の
弥
と
為
す
べ
し
。
昔
、
曽
大
父
穫
院
、
中
秘
書
に
官
た

　
　
り
し
と
き
、
李
常
公
鐸
と
僚
為
り
。
山
谷
の
母
夫
人
は
公
鐸
の
女
弟
な
り
。

　
　
山
谷
、
永
安
に
帖
を
与
え
て
自
ら
言
う
、
先
濃
院
を
公
澤
舅
の
坐
上
に
識

　
　
る
、
と
。
是
れ
由
り
永
安
と
涛
好
す
。
先
膿
院
所
蔵
の
昭
陵
御
飛
自
記
及

　
　
び
曽
叔
祖
盧
山
府
君
志
名
（
銘
）
、
皆
な
山
谷
集
に
列
す
る
有
り
。
惟
だ
諾

　
　
蹴
は
世
に
蓋
く
は
見
え
ず
。
此
の
政
尤
も
恢
奇
。
因
り
て
詳
ら
か
に
巻
後

　
　
に
著
す
。
永
安
は
河
南
の
属
邑
為
り
。
伯
祖
嘗
て
之
れ
が
宰
為
り
、
と
云

　
　
う
。
三
晋
の
張
演
季
長
甫
藤
文
堂
書
す
。

　
　
一
東
披
老
仙
三
詩
、
先
世
奮
所
蔵
。
伯
祖
永
安
大
夫
、
嘗
謁
山
谷
於
眉
之
青

　
　
神
、
有
携
行
書
帖
。
山
谷
皆
政
其
後
。
此
詩
其
一
也
。
老
仙
文
高
筆
妙
、

　
　
薬
若
腎
漢
雲
霞
之
麗
。
山
谷
又
護
楊
踏
属
之
。
可
為
絶
代
之
弥
実
。
昔
曽

　
　
大
父
穫
院
、
官
中
秘
書
、
与
李
常
公
揮
為
僚
。
山
谷
母
夫
人
公
澤
女
弟
也
。
山

　
　
谷
与
永
安
帖
自
言
、
識
先
穫
院
於
公
澤
舅
坐
上
。
由
是
与
永
安
瀞
好
。
有

　
　
先
穫
院
所
蔵
昭
陵
御
飛
白
記
及
曽
叔
祖
慮
山
府
君
志
名
、
皆
列
山
谷
集
。

　
　
惟
諸
蹴
世
不
蓋
見
。
此
蹴
尤
恢
奇
。
因
詳
著
巻
後
。
永
安
為
河
南
属
邑
。

　
　
伯
祖
嘗
為
之
宰
云
。
三
晋
張
績
季
長
甫
麓
文
堂
書
）
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先
の
彰
元
瑞
の
言
に
よ
れ
ば
、
張
演
の
曽
大
父
（
曽
祖
父
）
穫
院
は
張
公
裕
で

あ
り
、
秘
閣
校
理
に
あ
っ
た
と
き
李
常
と
同
僚
で
あ
っ
た
。
ま
た
河
南
の
永
安

県
知
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
永
安
大
夫
と
よ
ば
れ
る
伯
祖
（
大
伯
父
）
と
は
そ

の
子
の
浩
、
さ
ら
に
曽
叔
祖
盧
山
府
君
は
公
裕
の
弟
張
公
部
と
な
る
。
績
政
は
、

黄
庭
堅
の
母
が
李
常
の
妹
で
あ
っ
た
た
め
、
庭
堅
は
李
常
を
介
し
て
張
公
裕
を

知
っ
た
と
い
い
、
庭
堅
が
眉
州
青
神
県
を
訪
れ
た
と
き
、
浩
は
そ
の
縁
で
公
裕

所
蔵
の
東
壊
三
詩
を
携
え
て
面
会
し
賊
文
を
依
頼
し
た
と
い
う
。
庭
堅
は
、
こ

の
ほ
か
同
じ
く
公
裕
所
蔵
の
仁
宗
の
飛
白
に
記
を
、
ま
た
公
部
の
墓
誌
銘
を
書

い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
『
山
谷
集
』
に
み
え
る
と
述
べ
る
。
確
か
に
前
者
は
仁

宗
皇
帝
御
書
記
と
し
て
乾
道
年
聞
刊
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
一
六
（
四
部
叢
刊

初
集
）
に
収
録
さ
れ
、
後
者
の
通
直
郎
張
修
揺
墓
誌
銘
は
『
別
集
』
一
〇
（
後

述
）
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
少
し
厄
介
な
問
題
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
張
績
が
い
う

『
山
谷
集
』
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
同

じ
『
別
集
』
に
は
、
こ
の
山
谷
「
寒
食
詩
践
」
を
も
収
録
し
て
お
り
、
績
の
、

「
飛
白
記
」
と
「
墓
誌
銘
」
は
『
山
谷
集
』
に
あ
る
が
、
三
詩
の
庭
堅
敏
文
が
未

録
な
の
で
こ
の
蹴
を
記
し
た
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と

も
「
未
だ
壼
く
は
見
え
ず
」
と
の
部
分
否
定
の
言
い
か
た
か
ら
い
え
ば
三
詩
の

敏
す
べ
て
が
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
敏
が
と
り
わ
け
「
恢

奇
」
で
あ
る
か
ら
記
し
た
と
い
う
以
上
、
績
践
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
『
山
谷

集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
現
行
『
別
集
』

が
両
者
を
収
め
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
小
論
が
使
用
す
る
劉
琳
氏
等
編
『
黄
庭
堅
全
集
』
（
四
川
大
学
出
版

八
四

社
二
〇
〇
一
。
以
下
『
全
集
』
と
略
称
）
に
触
れ
、
上
記
の
問
題
を
考
え
た
い
。

『
全
集
』
本
文
は
正
集
三
二
巻
、
外
集
二
四
巻
、
別
集
一
九
巻
、
続
集
一
〇
巻
、

補
遺
一
一
巻
か
ら
な
り
、
付
録
と
し
て
伝
記
、
年
譜
、
歴
代
序
威
を
始
め
人
名

索
引
ま
で
付
し
、
黄
庭
堅
の
著
作
集
と
し
て
現
在
も
っ
と
も
完
備
し
た
内
容
を

も
つ
。
本
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
底
本
と
し
た
光
緒
二
十
年
義
寧
州
署
刻
本
『
宋

黄
文
節
公
全
集
』
（
別
称
『
山
谷
全
書
』
）
は
、
乾
隆
二
十
七
年
刊
『
宋
黄
文
節

公
全
集
』
（
絹
香
堂
本
）
に
続
集
一
〇
巻
を
増
補
し
た
重
刻
本
で
、
近
刊
『
全
集
』

は
『
山
谷
全
書
』
に
さ
ら
に
侠
文
を
蒐
集
し
た
補
遺
一
一
巻
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
、
山
谷
の
詩
文
を
今
日
可
能
な
限
り
網
羅
し
た
決
定
版
の
全
集
と
な
っ
た
。

黄
庭
堅
の
著
作
は
、
詩
や
書
簡
、
題
駁
の
単
刻
を
含
め
る
と
、
宋
以
降
か
な
り

の
数
の
刊
行
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
著
作
集
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
正
集
、
外

集
、
別
集
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
と
刊
刻
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
く
、
現
在
、
そ
れ
ら

の
系
統
関
係
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。
『
全
集
』
の
前
言
に
よ
る
と
、
正
集
の
編

纂
は
南
宋
の
高
宗
建
炎
二
年
、
胡
直
儒
が
発
議
し
、
後
に
庭
堅
の
甥
洪
炎
ら
に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
三
四
巻
が
そ
の
始
め
で
、
四
部
叢
刊
初
集
三
〇
巻
は
こ
の

乾
道
年
間
の
刊
本
と
い
う
。
ま
た
や
は
り
高
宗
朝
に
、
正
集
出
版
を
補
佐
し
た

李
常
の
子
の
李
形
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
詩
文
を
集
め
、
外
集
一
四
巻
を
刊
行

し
た
。
さ
ら
に
孝
宗
淳
煕
九
年
に
山
谷
の
族
孫
黄
螢
は
、
正
集
、
外
集
に
も
未

収
の
詩
文
を
集
め
て
別
集
一
九
巻
と
し
て
出
版
し
た
。
以
降
に
は
、
こ
れ
ら
三

集
に
慶
元
五
年
同
じ
く
黄
螢
編
『
山
谷
先
生
年
譜
』
三
〇
巻
や
山
谷
の
父
黄
庶

の
文
集
『
伐
檀
集
』
二
巻
を
加
え
る
形
で
、
明
弘
冶
十
六
年
開
離
嘉
靖
六
年
刊

の
『
山
谷
全
書
』
が
あ
り
、
萬
暦
三
十
二
年
の
『
重
刻
黄
文
節
山
谷
先
生
文
集
』
、



先
述
の
清
乾
隆
二
十
七
年
刊
『
宋
黄
文
節
公
全
集
』
と
続
く
。

　
『
全
集
』
前
言
は
、
張
公
部
墓
誌
銘
と
寒
食
詩
敏
の
両
者
を
収
め
る
『
別
集
』

に
つ
い
て
、
当
初
一
九
巻
で
あ
っ
た
が
後
に
増
補
さ
れ
二
〇
巻
と
な
っ
た
と
い

う
（
二
頁
注
一
）
。
『
文
献
通
考
』
経
籍
六
三
に
、
『
黄
魯
直
豫
章
集
』
三
〇
巻

『
別
集
』
一
四
巻
、
『
豫
章
別
集
』
一
巻
と
の
著
録
が
あ
り
、
『
別
集
』
に
は
「
陳

氏
日
く
、
皆
な
集
中
の
遺
す
所
の
者
な
り
。
（
江
陵
府
）
承
天
（
禅
院
）
塔
記
、

黄
給
事
一
叔
父
給
事
一
行
状
、
段
壁
一
序
）
の
如
き
は
、
其
の
顕
顕
た
る
者
な

り
。
諸
孫
螢
子
耕
、
集
め
て
之
れ
を
傳
う
」
と
陳
振
孫
の
『
直
斎
書
録
解
題
』

二
〇
の
記
述
を
引
用
し
た
按
語
を
付
し
て
い
る
。
但
し
『
別
集
』
一
四
巻
は
『
外

集
』
一
四
巻
の
誤
り
で
あ
ろ
う
し
、
『
豫
章
別
集
』
一
巻
は
、
『
直
斎
書
録
解
題
』

原
文
で
は
二
〇
巻
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
趨
希
弁
『
郡
斎
読
書
志
附
志
』
に

は
『
豫
章
先
生
別
集
』
二
〇
巻
『
黄
文
纂
異
』
一
巻
と
あ
り
「
右
、
豫
章
先
生

別
集
は
乃
ち
前
集
、
外
集
の
未
だ
載
せ
ざ
る
者
な
り
。
淳
煕
壬
寅
（
九
年
）
先

生
の
諸
孫
螢
の
編
す
る
所
な
り
」
と
記
す
。
こ
の
よ
う
に
南
宋
後
半
の
著
録
は

い
ず
れ
も
二
〇
巻
と
す
る
が
、
嘉
靖
本
『
山
谷
全
書
』
別
集
に
付
す
黄
螢
の
豫

章
別
集
践
で
は
「
合
わ
せ
て
十
九
巻
と
為
す
」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、
前
言

が
言
う
よ
う
に
一
巻
分
増
補
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
各
著

録
か
ら
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
単
な
る
巻
数
の
変
更
に
過
ぎ
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
の
「
山
谷
年
譜

序
」
に
は
螢
自
ら
「
別
集
二
〇
巻
」
と
も
記
し
て
い
る
の
で
、
も
し
増
補
が
行

わ
れ
、
そ
の
際
、
寒
食
詩
践
を
新
た
に
収
録
し
、
ま
た
張
績
の
践
が
淳
煕
九
年

（
二
八
二
）
以
後
、
増
補
版
刊
行
以
前
に
書
か
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
時
点

　
　
　
　
　
　
東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
夫
夫

で
『
山
谷
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
墓
誌
銘
は
あ
る
が
詩
践
は
な
く
、
績
践
の
矛
盾
は
な
く
な
る
。

二
　
雅
州
厳
道
の
張
氏

　
張
績
に
つ
い
て
は
後
節
で
ま
た
触
れ
る
こ
と
に
し
、
再
び
山
谷
践
が
記
さ
れ

た
と
き
の
経
緯
に
戻
る
。
ま
ず
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
が
い

う
よ
う
に
、
績
政
で
伯
祖
張
浩
が
山
谷
に
眉
の
青
神
で
会
っ
た
と
き
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
黄
山
谷
が
戎
州
か
ら
眉
州
青
神
に
赴
い
た
元
符
三
年
（
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

○
O
）
七
月
か
ら
再
び
戎
州
に
戻
っ
た
十
一
月
ま
で
と
な
る
。
そ
こ
で
そ
の
間

の
事
情
を
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
。
哲
宗
の
親
政
が
始
ま
り
新
法
党
が
政

権
に
返
り
咲
い
た
紹
聖
年
間
、
蘇
較
ら
旧
法
党
の
人
物
は
次
々
と
中
央
を
追
わ

れ
、
或
い
は
罪
を
得
た
が
、
山
谷
も
浩
州
別
駕
黙
州
安
置
の
処
分
を
受
け
、
紹

聖
二
年
四
月
か
ら
四
川
菱
州
路
の
齢
州
に
滞
在
し
て
い
た
。
元
符
元
年
（
一
〇

九
八
）
、
提
挙
襲
州
路
常
平
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
張
回
が
、
そ
の
母
同
士
が
姉

妹
と
い
う
こ
と
で
、
親
嫌
の
理
由
か
ら
同
じ
四
川
の
滝
川
府
路
戎
州
安
置
に

変
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
よ
り
ま
し
な
土
地
に
移
す
と
い
う
朝
廷
の
意
向
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
の
説
も
あ
る
（
『
山
谷
先
生
年
譜
』
二
七
元
符
元
年
の
項
）
。
や
が

て
元
符
三
年
一
月
に
哲
宗
が
崩
じ
徽
宗
が
即
位
す
る
と
、
向
太
后
の
方
針
で
党

禁
が
弛
め
ら
れ
、
山
谷
も
宣
義
郎
監
都
州
在
城
塩
税
と
し
て
復
帰
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
微
職
と
は
い
え
現
任
に
復
帰
で
き
正
規
の
俸
禄
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

を
率
直
に
喜
ん
で
い
る
（
同
上
年
譜
三
年
五
月
）
。
こ
う
し
て
戎
州
を
離
れ
よ
う

と
し
た
山
谷
は
、
長
江
の
増
水
で
三
峡
を
越
せ
な
い
た
め
方
向
を
転
じ
、
眉
州

八
五



青
神
県
に
滞
在
す
る
姑
（
伯
母
な
い
し
叔
母
）
の
黄
氏
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
、

七
月
二
十
一
日
に
戎
州
を
出
発
、
八
月
十
一
日
に
青
神
県
に
到
着
し
た
。

　
こ
の
黄
氏
は
、
張
闇
の
妻
で
、
当
時
青
神
県
尉
を
し
て
い
た
張
祉
（
字
介
卿
）

の
母
親
で
あ
る
。
山
谷
は
、
祉
の
異
母
兄
の
張
棋
の
墓
誌
銘
を
書
い
て
お
り

（
『
全
集
』
正
集
三
一
張
子
履
墓
誌
銘
）
、
こ
こ
か
ら
張
氏
及
び
山
谷
と
の
関
係
が

ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
る
。
張
闇
は
字
子
儀
、
唐
末
に
河
南
か
ら
成
都
へ
、
さ
ら
に

雅
州
厳
道
に
移
り
四
世
代
を
経
た
張
氏
一
族
の
一
人
で
、
雅
州
出
身
の
最
初
の

進
士
と
い
い
眉
州
知
事
な
ど
を
務
め
て
恵
政
を
称
え
ら
れ
一
『
乾
隆
雅
州
府
志
』

九
富
績
）
、
太
常
卿
で
卒
し
た
。
闇
は
三
人
の
妻
を
姿
り
、
最
初
が
膏
氏
で
そ
の

子
が
墓
誌
銘
の
張
棋
で
あ
る
。
こ
の
棋
に
も
前
後
≡
人
の
妻
が
あ
り
最
初
が
史

氏
、
次
が
黄
氏
で
彼
女
は
山
谷
の
従
妹
に
当
た
る
。
三
番
目
が
再
び
史
氏
で
、

こ
の
息
子
の
協
、
字
大
同
は
『
山
谷
集
』
に
度
々
名
前
が
登
場
し
、
山
谷
か
ら

親
し
く
教
え
を
受
け
た
り
、
書
を
望
ん
だ
り
し
て
い
る
。
と
く
に
元
符
三
年
正

月
、
任
地
か
ら
帰
る
大
同
に
与
え
た
「
韓
愈
送
孟
郊
野
序
践
」
は
現
存
し
（
米

フ
リ
ー
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵
）
、
戎
州
時
代
の
山
谷
が
書
に
お
い
て
新
境
地
に
達

し
た
こ
と
を
示
す
記
念
碑
的
な
作
晶
で
あ
る
。
因
み
に
張
棋
の
墓
誌
銘
は
、
元

符
二
年
に
大
同
が
母
史
氏
と
と
も
に
戎
州
の
山
谷
の
も
と
に
や
っ
て
き
て
執
筆

を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
張
闇
の
二
番
目
の
妻
は
銭
氏
、
三
番
目
が
山
谷
と

同
族
の
黄
氏
で
封
号
は
長
壽
県
君
。
祉
の
兄
に
擁
字
子
謙
が
い
て
、
山
谷
の
青

神
県
滞
在
時
に
し
ば
し
ば
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
こ
の
一
族
の

系
図
を
示
せ
ば
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
山
谷
と
厳
道
張
氏
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
が
、
右
の
系
図
以
外

系
図
1

雅
州
厳
道
の
張
氏

①
膏
氏

V
は
山
谷
と
の
関
係

③
史
氏

八
六

∵
協
査

（
贈
尚
書
工
部
侍
郎
）

捧
　
　
闇
一
太
常
卿
）

一
子
履
一

②
黄
氏
〈
従
妹
〉

①
史
氏

楯
（
子
謙
）

祉
（
介
卿
一

③
黄
氏
（
長
壽
君
）
　
〈
姑
V

②
銭
氏

に
も
山
谷
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
一
族
の
人
名
が
『
山
谷
集
』
に
登
場
す
る
。

『
続
集
』
八
答
王
観
復
の
第
五
書
簡
で
は
、
眉
州
大
族
孫
洋
の
孫
の
思
道
を
族
兄

と
呼
び
、
同
時
に
思
道
は
「
某
外
生
張
協
之
婦
翁
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
姻

戚
で
あ
る
孫
思
道
は
外
甥
張
大
同
夫
人
の
父
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
重
の
姻

戚
関
係
に
な
る
。
但
し
『
別
集
』
七
書
柏
学
士
山
居
詩
題
後
で
は
「
史
紹
封
の

子
の
會
は
、
自
分
の
外
甥
張
協
と
蘇
氏
に
お
い
て
友
婿
（
あ
い
む
こ
）
」
と
い
う



か
ら
、
こ
こ
で
は
史
會
と
張
協
の
夫
人
は
蘇
氏
姉
妹
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な

お
『
正
集
』
一
〇
史
彦
昇
送
春
花
と
い
う
七
絶
に
付
け
ら
れ
た
『
内
集
詩
注
』

に
「
彦
昇
、
名
は
會
、
青
神
の
人
、
紹
封
の
子
」
と
あ
り
、
青
神
県
の
人
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
蘇
氏
夫
人
が
眉
山
の
蘇
氏
一
族
で
あ
る
か
否
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
張
協
は
孫
氏
か
蘇
氏
を
再
要
し
た
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
『
正
集
』
一
七
懐
安
軍
金
堂
県
慶
善
院
大
悲
閣
記
に
は
、
記
を

依
頼
し
た
人
物
と
し
て
「
通
直
郎
知
金
堂
県
事
張
提
」
の
名
を
挙
げ
、
か
れ
を

「
外
兄
張
子
安
」
と
呼
ぶ
。
元
祐
二
年
の
作
で
あ
り
、
名
の
提
が
「
し
め
す
偏
」
で

あ
る
こ
と
、
字
が
子
安
で
子
履
、
子
謙
と
子
の
字
が
共
通
で
あ
る
こ
と
、
外
兄

と
称
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
張
祉
や
棋
と
異
母
兄
弟
な
い
し
同
排
行
の
、

い
ず
れ
に
し
て
も
厳
道
張
氏
一
族
で
あ
ろ
う
。
山
谷
が
青
神
に
家
姑
黄
氏
を
見

舞
っ
た
背
景
に
は
以
上
の
如
き
張
氏
と
の
二
重
、
三
重
の
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
。

三
　
蜀
州
江
原
の
張
氏

　
一
方
、
青
神
県
に
赴
き
寒
食
詩
敏
を
求
め
た
張
浩
、
南
宋
に
な
り
そ
の
経
緯

を
敏
と
し
て
認
め
た
張
績
一
族
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
詩
巻
元
有
者

の
張
公
裕
に
つ
い
て
は
萢
純
仁
『
萢
宣
公
集
』
に
墓
誌
銘
が
あ
り
（
巻
一
四
承

議
郎
充
秘
閣
校
理
張
君
墓
誌
銘
）
、
ま
た
弟
公
部
に
は
先
述
の
山
谷
撰
墓
誌
銘
が

あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
遠
祖
は
前
漢
の
張
良
、
後
漢
の
張
綱
と
称
し
、
公
裕

の
六
代
の
祖
が
蜀
州
江
原
に
移
り
江
原
の
張
氏
と
な
っ
た
と
い
う
。
公
裕
の
父

中
理
は
学
行
が
評
価
さ
れ
遺
逸
推
薦
に
預
か
る
が
赴
か
ず
、
試
将
作
監
主
簿
の

東
壊
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
犬
夫

肩
書
き
を
授
か
っ
た
。
中
理
に
は
七
人
の
息
子
が
あ
り
、
五
人
が
官
と
な
り
長

男
の
公
裕
が
最
も
著
名
で
あ
る
と
い
う
。
七
人
の
う
ち
両
墓
誌
か
ら
名
前
が
分

か
る
の
は
公
裕
、
公
部
の
二
人
で
あ
る
が
、
『
嘉
慶
四
川
通
志
』
六
一
輿
地
風

俗
に
引
く
「
費
著
氏
族
譜
」
の
張
氏
の
項
に
は
、
中
理
の
子
と
し
て
元
祐
五
年

の
五
経
出
身
、
公
謹
の
名
を
挙
げ
る
。
公
謹
の
子
深
は
、
隣
の
成
都
府
隻
流
県

に
移
り
崇
寧
年
間
に
進
士
合
格
、
両
宋
交
替
期
に
は
張
凌
の
下
で
滝
川
路
提
刑

や
転
運
副
使
、
さ
ら
に
四
川
都
転
運
使
な
ど
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
。
官
と

な
っ
た
五
人
の
長
幼
は
公
裕
が
長
男
と
い
う
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。
公
裕
に
は

上
か
ら
洞
、
浩
、
洪
の
三
子
が
あ
り
、
張
績
は
浩
を
伯
祖
と
呼
ぶ
の
で
績
の
祖

父
は
洪
と
な
る
。
ま
た
公
部
に
は
解
、
提
の
息
子
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
図
示
す

れ
ば
系
図
2
の
よ
う
に
な
る
。

　
張
公
裕
は
、
皇
祐
年
間
の
進
士
、
戎
州
軍
事
推
官
を
振
り
出
し
に
地
方
官
を

歴
任
し
、
治
平
三
年
一
一
〇
六
六
一
、
欧
陽
脩
の
提
言
に
よ
る
宰
相
・
参
知
政
事

は
館
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
各
五
名
推
薦
せ
よ
と
の
詔
が
下
っ
た
と
き
、
韓

埼
の
推
薦
で
二
〇
名
の
中
に
そ
の
名
が
入
っ
た
。
山
谷
の
母
方
の
伯
父
で
皇
祐

元
年
の
進
士
甲
科
合
格
で
あ
る
李
常
も
同
じ
く
推
薦
さ
れ
、
翌
年
、
共
に
秘
閣

　
　
　
　
　
　
＾
9
一

校
理
を
賜
っ
て
い
る
。
母
の
喪
が
あ
け
る
と
同
知
穫
院
に
就
き
、
煕
寧
三
年
七

月
に
は
、
親
王
襲
爵
問
題
で
執
政
と
争
い
同
僚
の
知
濃
院
文
同
ら
と
一
官
降
格

の
処
分
を
受
け
た
一
『
長
編
』
二
二
二
一
。
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
一
、
英
宗
の
刷

廟
を
め
ぐ
り
、
天
子
七
廟
制
の
も
と
で
は
太
廟
か
ら
は
ず
れ
る
太
祖
の
高
祖
に

あ
た
る
僖
宗
の
処
置
、
と
く
に
僖
宗
を
新
た
に
始
祖
と
し
て
太
廟
に
入
れ
る
か

否
か
を
め
ぐ
る
論
争
に
参
加
、
七
廟
制
を
定
め
た
太
祖
の
意
向
を
尊
重
し
て
始

八
七



系
図
2

　
　
蜀
州
江
原
の
張
氏
一
寒
食
詩
巻
所
蔵
者

　
　
く
　
V
は
績
蹴
で
の
呼
称
。

延
葎
－
文
正
　
　
中
理

－
公
裕

公
裕
以
外
の
兄
弟
の
順
は
不
明
一

　
O

－
公
謹

浩
〈
伯
祖
〉

洪
－
○
－
績
（
季
長
）

深

　
　
〈
曾
叔
祖
V

公
部
一
修
儒
一
　
　
－
溝

　
　
く
盧
山
府
君
V

　
句
氏

　
○I
O

涯

祖
に
反
対
し
た
が
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
（
『
長
編
』
二
四
〇
十
一
月
戊
辰
）
。
後
、

文
彦
博
の
群
召
を
受
け
る
も
養
親
を
理
由
に
地
方
官
を
願
い
、
嘉
州
の
知
事
と

し
て
赴
任
し
て
い
る
。
父
の
服
喪
後
、
六
〇
歳
に
な
っ
た
公
裕
は
祠
禄
官
を
求

八
八

め
郷
里
に
帰
っ
た
が
、
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
五
月
、
六
十
一
歳
で
世
を
去
っ

た
。
詩
、
易
、
春
秋
、
老
子
、
陰
府
経
の
注
解
、
家
集
三
〇
巻
な
ど
の
著
が
あ

る
（
全
て
侠
）
。
こ
れ
が
官
歴
の
概
略
で
あ
る
。
同
じ
四
川
出
身
者
の
文
同
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

親
し
い
交
流
を
み
れ
ば
、
蘇
較
と
の
近
い
関
係
も
容
易
に
察
し
が
つ
く
が
、
「
寒

食
詩
巻
」
真
蹟
が
ど
う
い
う
事
情
で
公
裕
の
手
に
渡
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
示
す

史
料
は
な
い
。
定
説
の
よ
う
に
「
寒
食
詩
」
の
「
三
た
び
寒
食
を
過
ご
す
」
を

文
字
通
り
受
け
と
り
、
最
も
早
く
元
豊
五
年
の
作
と
し
て
も
公
裕
の
死
ま
で
一

年
余
り
。
僅
か
に
東
披
の
「
敏
張
益
揺
清
浄
経
後
」
（
孔
凡
穫
撰
『
蘇
輯
文
集
』
六

六
）
が
、
蘇
執
と
張
公
裕
の
繋
が
り
を
示
す
の
み
で
あ
る
。

　
子
の
張
浩
に
つ
い
て
は
殆
ど
史
料
が
な
く
、
唯
一
手
掛
か
り
と
な
る
情
報
は
、

清
の
光
諸
二
十
五
年
（
一
八
九
九
）
に
発
見
さ
れ
た
元
符
二
年
の
石
刻
題
名
記

残
碑
の
内
容
で
あ
る
。
『
崇
慶
県
志
』
（
民
国
十
五
年
）
蟄
文
一
一
金
石
に
は
宋

元
符
題
名
残
刻
と
し
て
次
の
題
記
を
前
段
六
行
、
後
段
六
行
に
移
録
す
る
。

　
元
符
二
年
上
巳
前
　
　
　
　
　
　
公
ヂ
永
康
軍
導
江

　
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣
主
簿
季
宗
況
前

　
提
刑
察
院
頓
公
按
　
　
　
　
　
　
梓
州
臨
皿
亭
縣
主
簿

　
部
過
邑
同
知
江
源
　
　
　
　
　
　
張
浩
前
□
ロ
ロ
□

　
縣
事
馬
責
新
武
信
　
　
　
　
　
　
陽
縣
ロ
ロ
□
口
□

　
軍
節
度
掌
書
記
張
　
　
　
　
　
　
漉
張
氏
□

民
国
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
調
査
し
た
と
き
に
は
、
石
碑
は
二
つ
に
割
ら
れ

水
門
の
水
止
め
に
使
用
さ
れ
て
、
文
面
は
殆
ど
磨
滅
し
て
い
た
が
、
幸
い
発
見

時
に
記
録
し
た
者
が
あ
り
、
そ
の
と
き
は
最
後
の
三
行
に
判
読
で
き
な
い
文
字



が
あ
っ
た
だ
け
と
い
う
。
『
県
志
』
の
解
釈
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

元
符
二
年
に
提
刑
司
属
官
（
察
院
は
本
来
、
中
央
の
監
察
御
史
の
役
所
）
頓
起

が
管
轄
下
の
県
を
巡
察
中
、
江
源
県
知
事
馬
責
新
、
梓
州
路
遂
寧
府
武
信
軍
節

度
掌
書
記
張
公
ヂ
、
成
都
府
路
永
康
軍
導
江
県
主
簿
季
宗
況
、
梓
州
塩
亭
県
主

簿
張
浩
、
他
一
名
と
張
氏
某
に
同
遊
し
た
と
き
の
題
名
記
で
あ
る
。
碑
の
出
土

地
を
調
べ
る
と
江
源
鎮
の
東
七
里
ば
か
り
の
所
で
、
販
禅
院
の
近
く
で
あ
る
。

従
っ
て
碑
の
出
土
地
は
趨
清
献
の
題
壁
の
あ
る
張
景
通
の
創
建
し
た
善
類
堂
の

故
趾
と
考
え
ら
れ
る
。
一
族
の
張
公
ヂ
、
張
浩
の
案
内
で
参
観
し
た
と
き
の
題

記
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
こ
の
解
釈
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し
説
明
を
加
え
る
。

張
景
通
は
公
裕
の
父
中
理
の
こ
と
で
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
遺
逸
と
し
て
推
挙

さ
れ
な
が
ら
赴
か
ず
、
試
将
作
監
主
簿
に
任
ぜ
ら
れ
、
子
の
栄
達
に
よ
り
最
後

は
少
師
ま
で
累
贈
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
存
在
は
中
央
に
も
知
ら
れ
、
公

裕
が
養
親
の
た
め
に
嘉
州
知
事
を
願
い
四
川
に
帰
る
と
き
司
馬
光
、
萢
鎮
ら
は

中
理
に
詩
巻
を
贈
っ
た
。
司
馬
光
『
司
馬
文
正
公
伝
家
集
』
六
に
収
録
さ
れ
た

そ
の
詩
題
は
「
寄
題
張
著
作
〈
中
理
〉
善
須
堂
〈
嘉
州
公
裕
学
士
之
父
〉
」
と

　
＾
1
1
）

あ
り
、
公
裕
は
そ
れ
ら
の
詩
巻
を
石
に
刻
む
た
め
文
同
に
序
を
求
め
た
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

先
に
述
べ
た
。
文
同
に
は
、
ま
た
江
源
張
景
通
善
須
堂
と
題
す
る
七
律
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
詩
も
遺
賢
に
相
応
し
い
中
理
の
姿
と
息
子
た
ち
の
相
次
ぐ
官
界
入
り

の
誉
れ
、
善
須
堂
の
景
観
を
詠
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
文
同
の
詩
の
原
注
「
雲

蓋
、
堂
下
の
石
銘
」
と
は
、
善
須
堂
に
建
て
ら
れ
た
詩
巻
石
刻
を
指
し
て
い
る

と
も
解
釈
で
き
る
。
さ
ら
に
超
抹
に
も
「
過
嶺
回
寄
張
景
通
先
生
示
邑
下
同
人
」

東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
夫
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

と
い
う
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
趨
抹
に
は
蘇
較
の
撰
し
た
神
道
碑
が
あ
り
、
仁

宗
景
祐
元
年
の
進
士
、
殿
中
侍
御
史
と
し
て
宰
相
ら
を
も
厳
し
く
弾
劾
し
鉄
面

御
史
と
呼
ば
れ
、
神
宗
朝
に
は
参
知
政
事
ま
で
務
め
た
が
、
王
安
石
の
新
法
に

反
対
し
中
央
を
離
れ
、
元
豊
七
年
、
七
十
七
歳
で
世
を
去
っ
た
。
清
献
は
そ
の

諾
で
あ
る
。
林
は
二
度
に
わ
た
り
成
都
府
知
事
を
務
め
る
な
ど
蜀
に
関
係
が
深

か
っ
た
。
先
の
詩
は
そ
れ
と
は
別
に
、
ま
だ
官
歴
の
浅
い
こ
ろ
歴
任
し
た
地
方

官
の
う
ち
、
蜀
州
江
源
県
知
事
を
離
任
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
詩
の
内
容

か
ら
推
す
と
、
文
行
あ
り
と
し
て
張
中
理
を
官
に
推
薦
し
た
人
物
は
、
こ
の
趨

抹
そ
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
理
の
善
須
堂
に
趨
抹
の
題
壁
が
書
か
れ
た

理
由
は
、
両
者
の
こ
の
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
長
厚
清
脩
」
を
称

え
ら
れ
た
張
清
献
の
題
壁
と
司
馬
光
・
萢
鎮
ら
の
詩
巻
石
刻
の
存
在
、
仁
宗
飛

白
書
の
所
蔵
な
ど
、
当
時
の
善
類
堂
は
四
川
の
文
人
官
僚
た
ち
が
同
瀞
す
る
格

好
の
名
所
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
一
行
に
同
道
し
た
張
公
ヂ
は
、
そ
の
名

前
か
ら
み
て
『
県
志
』
の
い
う
よ
う
に
公
祐
、
公
部
の
兄
弟
か
或
い
は
同
排
行

の
一
人
と
も
考
え
ら
れ
る
。
公
裕
の
息
子
張
浩
は
、
翌
年
、
寒
食
詩
な
ど
東
披

三
詩
を
携
え
、
践
文
を
依
頼
し
に
眉
州
青
神
県
の
黄
山
谷
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

　
青
神
県
に
姑
を
見
舞
っ
た
山
谷
は
、
流
配
を
許
さ
れ
た
直
後
で
も
あ
り
、
久

し
ぶ
り
に
欝
屈
の
気
が
解
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
時
期
の
詩
文
は
い
ず
れ

も
の
び
や
か
な
表
惰
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
『
全
集
』
五
に
収
め
る
「
借
景
亭
〈
井

序
元
符
三
年
戎
州
作
〉
」
は
そ
の
一
つ
だ
が
、
序
に
「
青
神
県
尉
庁
、
城
頭
の

旧
屋
を
葺
し
て
借
景
亭
を
作
り
、
史
家
園
の
水
竹
を
下
厳
す
。
終
日
寂
然
と
し

て
、
了
に
人
迩
無
く
、
又
た
大
木
緑
陰
の
問
に
当
た
る
。
戯
れ
に
長
句
を
作
り
、
信

八
九



揺
明
府
、
介
卿
少
府
に
奉
呈
す
」
と
あ
り
、
詩
は
張
祉
（
介
卿
）
と
信
揺
と
い

う
人
物
に
奉
呈
さ
れ
て
い
る
。
少
府
は
県
尉
の
こ
と
で
あ
り
、
明
府
は
県
知
事

を
指
す
。
『
全
集
』
は
、
こ
の
信
儒
を
聞
州
知
事
魚
仲
修
の
後
任
者
と
な
る
程
信

　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

儒
と
し
て
い
る
。
信
揺
は
ま
た
八
月
末
に
山
谷
の
た
め
に
酒
宴
を
設
け
た
こ
と

も
知
ら
れ
る
（
『
全
集
』
別
集
二
涛
申
巌
行
記
二
）
。
し
か
し
詩
本
文
に
は
「
青

神
県
中
、
両
張
を
得
、
民
の
財
力
（
物
）
を
愛
し
、
惟
だ
傷
わ
ん
こ
と
を
恐
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
〕

の
み
。
二
公
、
身
ら
民
を
安
ん
じ
乃
ち
楽
し
む
。
…
」
と
あ
り
、
二
公
を
知
県
と

県
尉
の
両
張
す
な
わ
ち
張
信
儒
と
張
介
卿
と
い
う
よ
う
に
も
み
え
る
。
字
に

「
揺
」
を
含
む
人
物
は
、
『
全
集
』
中
、
成
儒
、
徳
濡
な
ど
外
に
も
多
く
み
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
確
定
し
に
く
い
が
、
も
し
張
信
揺
で
あ
れ
ば
張
公
裕
、
公
部
の

字
が
益
揺
、
修
儒
で
あ
る
か
ら
、
官
を
得
た
五
人
の
兄
弟
の
一
人
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
山
谷
来
訪
の
知
ら
せ
は
知
事
自
ら
に
よ
り
い
ち
早
く
江
原
に
伝
わ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
青
神
県
で
張
浩
以
外
の
江
原
張
氏
が

山
谷
に
同
道
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
。
「
別
集
」
二
の
先
掲
「
漉
中

巌
行
記
」
の
三
に
〕
兀
符
庚
辰
（
三
年
）
季
秋
の
丁
丑
（
九
月
十
四
日
）
、
尉
の

張
祉
介
卿
及
び
其
の
兄
楯
（
搦
）
子
謙
、
姪
協
大
同
、
甥
宋
正
臣
端
弼
、
予
を
遼

え
、
茗
を
携
え
て
来
た
り
玉
泉
を
煮
る
。
同
に
来
る
者
、
楊
湛
君
既
、
張
溜
持
遠
。

ち
か
ご
ろ

自
頃
屡
し
ば
来
た
る
も
、
常
に
晦
冥
に
苦
し
む
。
是
の
日
天
地
開
廓
、
極
目
千

里
。
黄
某
魯
直
」
と
あ
る
張
溝
は
、
亡
き
盧
山
府
公
公
部
の
子
で
あ
る
。
中
巌

は
青
神
県
の
青
衣
水
の
北
に
位
置
す
る
名
勝
三
巌
の
一
つ
。
山
谷
は
滞
在
中
、

し
ば
し
ば
訪
れ
た
ら
し
く
同
漉
記
を
幾
つ
も
残
し
て
い
る
。
青
神
県
滞
在
中
、

山
谷
は
多
く
の
知
友
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
心
に
姻
戚
の
雅
州
厳

九
〇

道
と
旧
知
の
蜀
州
江
原
、
両
張
氏
一
族
の
姿
が
あ
り
、
こ
う
し
た
な
ご
や
か
な

空
気
と
、
配
流
を
釈
か
れ
た
解
放
感
の
な
か
、
題
践
と
し
て
は
異
例
の
東
披
の

本
詩
に
並
ぶ
大
字
に
よ
る
山
谷
寒
食
詩
巻
敏
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
南
宋
の
善
煩
堂

　
山
谷
践
誕
生
の
経
緯
を
記
し
た
張
績
、
字
は
季
長
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
ま

と
ま
っ
た
伝
記
史
料
は
な
く
、
民
国
十
五
年
と
一
九
九
一
年
編
纂
の
両
『
崇
慶

県
志
』
の
該
当
記
事
が
詳
し
い
。
と
く
に
後
者
は
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
典
拠
の
記
載
が
な
い
。
そ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
行
論
に
必
要
な
そ

の
経
歴
を
抜
き
だ
す
と
、
生
ま
れ
は
紹
興
の
初
め
、
隆
興
元
年
（
一
ニ
ハ
三
）

の
進
士
。
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
、
四
川
宣
撫
使
王
炎
の
幕
下
に
入
り
利
州
路

興
元
府
南
鄭
に
赴
任
。
こ
の
と
き
陸
溢
と
同
僚
と
な
り
、
以
後
二
人
は
張
績
が

世
を
去
る
ま
で
三
十
五
年
以
上
の
交
友
を
続
け
る
。
翌
年
、
王
炎
の
辞
任
に
と

も
な
い
、
四
川
を
離
れ
て
入
京
し
秘
書
省
正
字
に
遷
る
が
、
淳
煕
元
年
（
一
一

七
四
一
か
ら
四
年
ま
で
父
の
服
喪
で
帰
郷
、
五
年
以
降
は
各
地
に
任
官
し
た
。

そ
の
中
に
は
淳
煕
十
四
年
前
後
の
利
州
路
提
刑
、
知
遂
寧
府
、
中
央
に
戻
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
）

紹
煕
年
問
の
大
理
寺
少
卿
、
再
び
外
任
の
知
漢
州
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
紹
煕

二
年
以
後
、
「
天
資
傾
険
、
貧
得
好
進
」
「
賦
性
極
部
、
所
至
姦
臓
」
な
ど
と
す

る
三
回
の
弾
劾
に
よ
る
宮
観
差
遣
の
記
事
が
目
に
付
く
が
、
党
争
の
な
か
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

と
で
も
あ
り
そ
の
実
情
は
分
か
ら
な
い
。
嘉
泰
元
年
（
二
一
〇
一
）
以
降
は
故

郷
江
原
に
戻
り
、
著
作
に
専
念
し
、
開
薩
三
年
（
二
δ
七
）
に
没
し
た
。
著



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
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に
『
中
庸
辮
澤
』
『
陶
靖
節
年
譜
』
な
ど
数
百
巻
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
寒
食
詩
巻
」
と
の
関
連
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、
丁
憂
で
家
居
し
て
い

た
張
績
の
も
と
に
、
淳
煕
四
年
、
萢
成
大
が
訪
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
淳
煕
元
年

十
二
月
、
四
川
制
置
使
に
任
命
さ
れ
た
知
静
江
府
広
西
経
略
安
撫
使
掩
成
大
は
、

二
年
正
月
に
桂
林
を
発
ち
、
六
月
に
成
都
に
到
着
、
以
来
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

し
か
し
淳
煕
四
年
、
病
を
理
由
に
祠
禄
を
願
っ
て
許
さ
れ
、
五
月
二
十
九
日
に

成
都
を
離
れ
て
い
る
。
途
中
、
永
康
軍
を
廻
り
青
城
山
を
へ
て
六
月
九
日
、
江

原
県
に
至
っ
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
『
呉
船
録
』
は
「
丁
丑
、
三
十
里
に
し

　
　
　
　
　
　
　
と
ど
ま

て
早
く
に
江
原
縣
に
頓
る
。
前
館
職
張
績
季
長
招
き
て
其
の
曾
祖
作
る
所
の
善

須
堂
に
至
る
。
季
長
の
祖
、
司
馬
温
公
、
萢
太
史
と
同
朝
に
て
相
善
し
。
新
法

を
論
じ
合
わ
ず
し
て
帰
る
。
二
公
、
前
類
堂
詩
を
作
り
以
っ
て
之
れ
を
送
り
、

壽
を
其
の
親
に
帰
せ
し
む
。
詩
巻
皆
な
存
す
。
壁
に
超
清
献
公
宰
邑
の
時
の
題

字
あ
り
。
季
長
の
族
祖
浩
の
蔵
せ
る
仁
宗
飛
白
の
書
、
山
谷
蹴
す
る
所
は
、
其

の
末
句
『
誉
天
地
之
高
厚
、
賛
日
月
之
光
華
、
臣
知
其
不
能
也
』
と
。
今
の
集

中
は
『
臣
自
知
其
不
能
也
』
に
作
る
。
自
の
字
、
蓋
し
後
来
の
増
す
所
、
語
意

方
め
て
全
き
な
り
。
山
谷
白
ら
洪
州
分
寧
縣
隻
井
里
前
史
官
臣
黄
庭
堅
と
構
す
。

蓋
し
戎
州
に
諦
さ
る
る
時
に
践
す
る
所
な
り
」
と
記
す
。
曾
祖
（
中
理
）
は
高

祖
、
祖
（
公
裕
）
は
曾
祖
の
間
違
い
で
あ
る
が
、
善
須
堂
は
こ
の
と
き
も
健
在

で
あ
り
、
張
績
は
こ
こ
で
所
蔵
の
司
馬
光
ら
の
詩
の
原
蹟
、
山
谷
敏
の
仁
宗
御

書
を
萢
成
大
に
開
陳
し
た
の
で
あ
る
。
成
大
は
『
山
谷
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い

る
蹴
文
と
の
違
い
を
指
摘
し
、
そ
の
肩
書
き
か
ら
書
か
れ
た
時
期
を
推
測
し
て

い
る
。
な
お
こ
の
肩
書
き
は
、
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
を
は
じ
め
諸
文
集
の
記
に

東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
大
夫

は
み
え
な
い
。
さ
ら
に
萢
成
大
は
こ
の
と
き
「
江
源
縣
張
季
長
正
字
家
善
須
堂
」

の
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
の
詩
題
の
原
注
に
「
季
長
、
蓋
く
先
世
の
蔵
す
る

所
の
圖
書
を
出
す
。
壁
に
超
清
献
公
、
令
爲
り
し
時
の
題
名
有
り
。
是
の
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

新
米
を
食
し
、
坐
中
皆
な
賛
め
喜
ぶ
。
夏
の
初
め
嘗
て
大
目
干
な
れ
ば
な
り
」
と

　
　
　
　
＾
1
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と
く
に
記
す
。
「
蓋
く
」
が
文
字
通
り
で
あ
る
か
は
別
に
し
て
も
、
こ
の
と
き

「
寒
食
詩
巻
」
が
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、
必
ず
や
記
録
に
と
ど
め
て
い
る
筈
で
あ
る
。

そ
れ
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
の
理
由
で
張
績
が
出
さ
な
か
っ
た
の
か
、

或
い
は
淳
煕
四
年
の
段
階
で
は
ま
だ
所
蔵
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
の
ど
ち
ら
か

で
あ
ろ
う
。

　
同
じ
こ
と
は
陸
漉
の
場
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
先
述
の
よ
う
に
三
十
五
年

以
上
に
わ
た
る
張
績
と
の
交
友
は
、
互
い
に
遣
り
取
り
し
、
或
い
は
蜀
と
山
陰

と
遠
く
離
れ
な
が
ら
相
手
を
思
う
三
〇
首
以
上
の
詩
を
『
剣
南
詩
稟
』
に
残
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
『
清
南
文
集
』
四
一
の
祭
張
季
長
大
卿
文
は
、
そ
の
二
人

が
「
異
体
同
心
、
有
善
相
勉
」
と
生
涯
切
瑳
琢
磨
す
る
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
陸
漉
は
江
原
県
の
治
所
で
あ
る
蜀
州
通
判
の
二
度
の
就
任
を
含

め
乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
一
か
ら
淳
煕
五
年
（
一
一
七
八
一
ま
で
四
川
に
滞
在

し
た
。
そ
の
問
、
何
度
か
江
原
に
赴
い
て
い
る
が
、
「
宿
江
源
縣
東
十
里
張
氏
亭

子
未
明
而
起
」
の
題
詩
が
あ
る
こ
と
を
み
れ
ば
（
『
剣
南
詩
藁
』
六
）
、
陸
漉
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
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善
須
堂
を
訪
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
陸
済
に
寒
食
詩
巻
に
関
す
る
記

述
は
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
陸
漉
は
、
成
都
府
知
事
で
あ
っ

た
江
鷹
辰
が
、
乾
道
四
年
に
蘇
較
の
書
を
刻
し
て
作
成
し
た
西
楼
帖
三
〇
巻
の

う
ち
、
優
品
を
選
び
東
披
書
髄
一
〇
巻
と
し
て
再
編
纂
し
て
い
る
ほ
ど
較
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



へ
の
関
心
は
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
寒
食
詩
巻
へ
の
沈
黙
は
、
張
績
が
そ
れ

を
示
さ
ず
、
陸
漉
に
も
鑑
賞
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
先
に
、
績
践
は
淳
煕
九
年
以
降
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
。
萢
成

大
、
陸
涛
二
人
の
言
動
も
、
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

お
わ

に

　
東
披
・
山
谷
の
北
宋
二
大
家
が
並
び
競
う
空
前
絶
後
の
書
巻
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
張
績
の
あ
と
に
宋
人
の
践
は
な
く
、
当
然
、
あ
ま
た
刊
行
さ
れ
た
宋
人
題

践
類
の
書
物
に
も
『
山
谷
題
政
』
を
除
き
寒
食
詩
は
収
載
さ
れ
な
い
。
わ
ず
か

に
詩
巻
の
荊
湖
南
路
転
運
使
印
が
爾
後
の
宋
人
鑑
賞
の
痕
跡
を
残
す
の
み
で
あ

る
。　

蘇
較
の
政
治
的
位
置
は
、
政
局
に
連
動
し
て
浮
沈
を
繰
り
返
し
た
。
同
時
に
、

根
強
い
人
気
が
あ
る
そ
の
書
は
、
時
の
政
権
か
ら
み
れ
ば
本
人
同
様
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
扱
い
に
気
を
使
う
存
在
で
あ
っ
た
。
と
く
に
徽
宗
朝
は
、
東
披
の

書
や
書
物
の
所
有
が
禁
止
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
版
木
は
焚
か
れ
、
そ
の
石
刻

も
段
た
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
般
の
東
披
愛
好
熱
は
冷
め
ず
、

書
や
書
物
は
ひ
そ
か
に
所
有
さ
れ
読
み
続
け
ら
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
実
は
朝
廷

中
枢
に
お
い
て
も
建
前
上
の
禁
令
の
陰
で
、
東
披
の
書
の
収
集
熱
は
盛
ん
で

　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
書
の
所
有
者
は
、
国
禁
を
犯
す
こ
と
と
権
力
中

枢
に
よ
っ
て
書
を
巻
き
上
げ
ら
れ
る
二
重
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
危

険
は
、
乾
遺
六
年
（
一
一
七
〇
）
孝
宗
が
蘇
較
に
文
忠
の
誼
を
贈
り
、
乾
道
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

年
に
曾
孫
橋
が
奉
っ
た
文
集
に
御
製
の
序
を
賜
っ
た
こ
と
で
、
一
応
な
く
な
っ

た
と
い
え
る
。
し
か
し
当
時
の
人
に
と
り
、
政
権
交
代
に
と
も
な
う
評
価
の
逆

転
の
予
想
が
完
全
に
払
拭
で
き
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
張
績
に
そ
う
し
た

心
理
が
は
た
ら
い
て
い
た
か
分
か
る
は
ず
も
な
い
が
、
寒
食
詩
巻
の
所
蔵
に
つ

い
て
、
善
須
堂
を
訪
れ
た
萢
成
大
、
陸
漉
も
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ほ
ど

慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
王
朝
の
興
亡
を
含
め
た
政
治
の
変
動
に
加
え
、
自
然
的
、
人
為
的
災
害
も
伝

来
の
作
品
が
失
わ
れ
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
存

寒
食
詩
巻
は
そ
の
上
下
が
焦
げ
て
、
英
仏
軍
に
よ
る
円
明
園
焼
き
討
ち
の
跡
を

残
し
、
さ
ら
に
関
東
大
震
災
、
東
京
大
空
襲
に
も
遭
遇
し
て
い
る
。
こ
の
作
品

が
、
今
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
の

作
品
に
価
値
を
認
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
命
を
賭
け
て
も
守
り
後
世
に
伝
え

よ
う
と
い
う
人
々
の
営
々
と
続
く
努
力
の
集
積
と
し
て
初
め
て
可
能
な
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
伝
世
作
品
は
、
後
世
の
人
々
の
そ
れ
を
残
そ
う
と
い
う
意
思
の

産
物
で
あ
り
、
「
在
る
」
こ
と
自
体
に
明
確
な
価
値
判
断
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
点
が
、
偶
然
発
見
さ
れ
た
出
土
作
品
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
恐
ら
く
事

情
は
、
文
献
史
学
が
扱
う
伝
世
史
料
も
同
じ
で
あ
り
、
史
料
の
存
在
そ
の
も
の

が
歴
史
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
　
　
中
国
文
化
史
と
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、

黙
っ
て
こ
の
寒
食
詩
巻
を
さ
し
出
せ
ば
よ
い
。

　
注
（
ユ
）
石
川
九
楊
『
書
の
宇
宙
』

一
四
文
人
の
書
・
北
未
三
大
家
一
八
頁

（
二
玄
社
一
九



　
　
九
八
一
。

一
2
一
同
氏
『
中
国
書
史
』
≡
一
丁
三
四
頁
一
京
都
大
学
学
術
出
版
会
一
九
九
六
）
。
以
下

　
　
の
同
氏
の
言
葉
は
こ
の
書
に
依
る
。
但
し
こ
れ
以
外
の
東
披
書
蹟
に
つ
い
て
の
氏
の
評

　
　
価
は
厳
し
い
。
例
え
ば
「
蘇
拭
の
書
で
評
価
し
う
る
の
は
、
顔
真
卿
の
書
の
亜
流
に
す

　
　
ぎ
な
い
衰
杢
閣
碑
、
あ
る
い
は
王
義
之
寄
り
の
尺
蹟
一
た
と
え
ば
致
長
官
董
侯
閣
下
）

　
　
な
ど
と
は
次
元
を
違
え
た
、
新
し
い
質
を
も
っ
て
い
る
黄
州
寒
食
詩
た
だ
ひ
と
つ
に
限

　
　
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
＾
前
注
書
八
頁
）
な
ど
。

一
3
）
注
（
2
）
同
書
に
は
「
…
日
く
言
い
難
い
と
こ
ろ
そ
の
も
の
を
何
と
か
言
葉
に
換
え

　
　
よ
う
と
す
る
営
為
が
な
け
れ
ば
、
書
の
美
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
…
」
一
五

　
　
頁
一
、
「
蘇
輯
の
書
は
難
し
い
。
そ
の
深
々
と
し
た
魅
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
〃
こ
こ
が
こ

　
　
う
だ
山
と
指
摘
し
え
な
い
深
み
が
あ
る
」
（
三
四
頁
一
や
「
〃
黄
州
寒
食
詩
巻
。
に
は
、

　
　
書
固
有
の
表
現
の
も
つ
す
ご
さ
、
一
度
限
り
の
臨
場
の
こ
わ
さ
、
危
険
性
を
も
含
め
て
、

　
　
書
固
有
の
表
現
の
す
べ
て
が
こ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な

　
　
い
」
（
二
二
五
頁
一
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
氏
の
研
究
者
と
実
作
者
二
つ
の
立
場
を
前
提
と

　
　
し
た
、
粘
り
強
い
思
索
の
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
で
あ
ろ
う
。

＾
4
）
顔
魯
公
は
顔
真
卿
、
楊
少
師
が
楊
凝
式
。
従
来
、
李
西
墓
は
李
建
中
と
理
解
さ
れ
て

　
　
き
た
が
、
近
年
、
李
西
憂
は
李
筥
で
あ
る
と
い
う
説
が
出
さ
れ
論
争
と
な
っ
た
。
『
故
宮

　
　
文
物
月
刊
』
五
〇
期
一
一
九
八
七
）
、
六
〇
期
（
一
九
八
八
）
な
ど
。
衣
若
募
『
赤
壁
漫

　
　
遊
典
西
園
雅
集
－
蘇
拭
研
究
論
集
」
一
線
装
書
局
二
〇
〇
一
）
一
八
四
頁
以
降
参
照
。

　
　
な
お
石
守
謙
「
無
佛
処
称
尊
－
談
黄
庭
堅
蹴
寒
食
帖
的
心
理
」
（
『
故
宮
文
物
月
刊
』
八

　
　
五
期
一
九
九
〇
一
は
、
山
谷
蹴
の
最
後
の
文
「
無
佛
称
尊
」
の
佛
は
蘇
較
、
尊
は
白
分

　
　
の
書
と
解
し
、
山
谷
の
並
々
な
ら
ぬ
自
負
と
蘇
拭
へ
の
対
抗
心
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。

　
　
蘇
較
、
黄
庭
堅
両
人
の
諦
居
と
そ
の
心
理
、
書
と
の
関
係
な
ど
を
論
じ
て
興
味
深
い
。

＾
5
）
地
方
官
の
査
察
を
命
じ
ら
れ
た
張
網
が
、
「
材
狼
路
に
當
る
。
安
ん
ぞ
狐
狸
を
問
わ
ん
」

　
　
と
述
べ
、
朝
廷
要
路
の
大
悪
を
除
く
こ
と
が
先
で
あ
る
と
、
車
輸
を
洛
陽
都
亭
に
埋
め

　
　
て
出
発
し
な
か
っ
た
故
事
一
『
後
漢
書
』
五
六
張
綱
伝
）
。

（
6
）
中
田
勇
次
郎
『
碑
帖
題
飯
記
』
黄
庭
堅
一
四
三
黄
州
寒
食
詩
巻
蹴
は
「
…
こ
の
詩
巻
の

　
　
宋
の
張
績
蹴
に
よ
る
と
、
そ
の
伯
祖
に
あ
た
る
張
公
裕
が
眉
州
の
青
神
一
四
川
）
で
黄

　
庭
堅
に
会
見
し
た
と
き
、
…
」
（
同
氏
著
作
集
一
〇
所
収
二
玄
社
一
九
八
七
）
と
す
る

　
　
が
、
伯
祖
は
公
裕
の
子
で
あ
る
浩
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
小
論
で
は
、
二
玄

　
社
刊
「
蘇
較
　
黄
州
寒
食
詩
」
巻
子
に
よ
り
題
蹴
な
ど
を
検
討
し
た
。

一
7
一
い
さ
さ
か
瑛
末
に
な
る
が
、
こ
の
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

　
　
『
全
集
』
付
録
に
あ
る
黄
螢
「
豫
章
別
集
敏
」
（
嘉
靖
本
巻
末
一
に
は
「
散
亡
を
博
く
求

　
　
め
、
八
百
六
十
八
首
を
得
た
り
」
と
し
て
そ
の
内
訳
を
「
詩
七
十
六
、
銘
・
賛
・
類
六

　
十
九
、
序
・
説
・
記
四
十
二
、
律
賦
・
策
問
五
、
菱
注
二
、
書
・
表
・
奏
状
・
啓
二
十

　
　
八
、
雑
著
六
十
五
、
疏
・
詞
・
文
三
十
四
、
行
状
・
墓
銘
・
表
二
十
四
、
題
蹴
二
亘
二
、

　
書
簡
三
二
〇
、
合
し
て
一
九
巻
と
為
す
」
と
記
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
内
閣
文
庫
蔵
嘉

　
靖
本
に
は
異
な
る
数
字
を
載
せ
る
。
内
閣
文
庫
に
は
毛
利
家
と
林
家
旧
蔵
の
二
本
の
嘉

　
靖
六
年
序
を
も
つ
明
版
『
山
谷
全
書
』
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
収
録
す
る
別
集
の
位
置
が

　
　
異
な
る
が
同
じ
版
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
後
刷
り
で
と
く
に
林
家
本
は
か
な
り
刷
り
が
悪

　
　
い
。
そ
の
螢
別
集
蹴
は
『
全
集
』
付
録
と
同
じ
く
淳
煕
壬
寅
（
九
年
）
の
紀
年
を
記
し

　
　
な
が
ら
（
厳
密
に
は
『
全
集
』
の
二
月
二
日
旦
が
内
閣
本
で
は
二
月
旦
と
な
っ
て
い
る
）
、

　
　
収
録
す
る
記
事
の
総
数
と
内
訳
に
異
同
が
あ
る
。
ま
ず
総
数
で
は
八
百
八
十
一
首
と
十

　
　
三
の
増
が
あ
り
、
内
訳
で
も
増
減
の
違
い
が
あ
る
。
行
状
・
墓
銘
・
表
の
部
分
が
同
じ

　
　
二
十
四
（
但
し
原
文
は
一
十
四
。
毛
利
家
・
林
家
二
本
と
も
内
訳
の
数
を
足
し
て
も
総

　
　
数
と
な
ら
な
い
が
、
内
閣
文
庫
蔵
萬
暦
四
十
二
年
刊
の
『
重
刻
黄
文
節
山
谷
先
生
文
集
』

　
　
別
集
の
螢
飯
は
毛
利
・
林
旧
蔵
嘉
靖
本
践
と
同
じ
で
且
つ
内
訳
の
合
計
は
総
数
に
等
し

　
　
い
の
で
、
数
字
は
こ
ち
ら
を
用
い
る
一
に
対
し
題
舷
は
百
九
十
九
で
四
の
減
で
あ
る
。

　
　
し
か
も
別
集
の
巻
数
は
二
〇
と
あ
り
、
『
全
集
」
の
引
く
嘉
靖
本
蹴
と
異
な
る
。
な
ぜ
同

　
　
じ
嘉
靖
本
で
違
い
が
あ
る
の
か
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
螢
が
淳
煕
九
年
以
降
、
内
容
の

　
　
改
定
を
続
け
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
因
み
に
清
乾
隆
刊
の
絹
香
堂
本
の
別

　
　
集
は
一
九
巻
で
あ
る
が
、
付
す
る
螢
蹴
は
毛
利
・
林
家
本
と
同
じ
で
二
〇
巻
と
す
る
。
な

　
　
お
江
兆
申
氏
は
張
績
蹴
を
一
一
八
○
（
淳
煕
七
）
年
頃
書
か
れ
た
と
い
う
が
、
と
く
に

　
　
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
江
氏
の
い
う
湖
南
敗
の
一
九
一
七
一
大
正
六
）
年
は
、

　
　
湖
南
が
北
京
で
こ
の
詩
巻
を
見
た
年
で
あ
り
、
蹴
は
先
述
の
よ
う
に
一
九
二
四
年
に
書

　
　
か
れ
た
も
の
で
あ
る
一
『
故
宮
文
物
月
刊
』
八
五
期
一
九
九
〇
一
。

東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
夫
夫

九
三



九
四

一
8
）
中
田
勇
次
郎
『
黄
庭
堅
』
一
二
玄
社
一
九
九
四
）
年
譜
一
七
七
頁
な
ど
。

一
9
）
『
統
資
治
通
鑑
長
編
』
二
〇
八
治
平
三
年
一
〇
月
甲
午
、
同
二
〇
九
治
平
四
年
閏
三

　
　
月
丙
午
。
『
長
編
』
二
〇
九
は
秘
閣
校
勘
と
す
る
。
秘
閣
校
勘
は
、
南
宋
の
理
宗
紹
定
元

　
　
年
＾
一
二
二
八
一
に
置
か
れ
た
選
人
資
序
、
無
品
の
職
事
官
で
あ
る
（
襲
延
明
『
宋
代

　
　
官
制
辞
典
』
二
四
二
頁
一
が
、
こ
こ
で
は
館
職
任
命
で
あ
り
、
同
じ
く
秘
閣
校
勘
と
な
っ

　
　
た
と
す
る
李
常
に
つ
い
て
『
長
編
』
二
一
〇
煕
寧
三
年
四
月
壬
午
に
は
「
右
正
言
秘
閣

　
　
校
理
李
常
、
落
職
し
太
常
博
士
・
通
判
滑
州
と
為
す
」
と
あ
る
の
で
、
墓
誌
の
記
述
に

　
　
従
い
秘
閣
校
理
と
す
る
。

一
1
0
一
文
同
『
丹
淵
集
』
二
六
送
張
学
士
知
嘉
州
序
は
、
煕
寧
八
年
上
元
の
作
で
、
同
六
年

　
　
秋
友
人
の
張
公
裕
が
知
嘉
州
と
し
て
四
川
に
赴
く
に
際
し
、
友
人
知
友
が
饅
別
の
詩
を

　
　
送
っ
た
。
公
裕
は
、
知
興
元
府
に
あ
る
私
＾
文
同
）
の
も
と
に
そ
れ
ら
の
詩
を
石
に
刻

　
　
む
の
で
序
が
欲
し
い
と
依
頼
し
て
き
た
、
と
あ
り
、
交
友
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。

一
u
）
詩
は
「
玉
国
聖
老
先
生
、
造
遥
楽
太
平
、
門
閑
百
客
盛
、
冠
蓋
一
郷
栄
、
国
族
招
遜
近
、

　
　
堂
皇
指
顧
成
、
江
山
対
平
遠
、
図
史
散
縦
横
、
止
水
中
心
適
、
秋
毫
外
物
軽
、
鯉
庭
新

　
　
露
菟
、
聞
巷
不
須
驚
」
。

一
1
2
）
『
丹
淵
集
』
二
二
庭
前
雲
蓋
碧
嶋
品
山
、
堂
上
先
生
雪
満
髭
、
説
薬
客
来
耽
下
楊
、
謁
斎

　
　
僧
去
便
垂
簾
、
種
時
法
好
花
難
謝
、
買
処
銭
多
石
易
添
、
子
舎
光
栄
身
壮
健
、
只
将
香

　
　
火
事
華
厳
。
〈
雲
蓋
堂
下
石
銘
〉
な
お
文
同
は
、
張
中
理
の
死
に
際
し
て
「
張
中
允
先
生

　
　
挽
詩
」
三
首
を
捧
げ
て
お
り
、
其
の
三
で
も
「
庭
前
雲
蓋
石
」
と
詠
ん
で
い
る
一
同
二

　
　
〇
一
。

＾
1
3
）
『
清
駄
集
＝
二
「
二
年
官
役
悦
能
名
、
賢
得
斯
人
幸
合
井
、
幾
度
孝
廉
交
郡
膵
、
一
生

　
　
文
行
出
郷
評
、
君
盧
阜
水
江
頭
遠
、
我
馬
青
泥
嶺
頂
行
、
西
首
胡
為
書
以
贈
、
欲
持
同

　
　
邑
寄
諸
生
」
。
な
お
巻
五
に
は
、
題
江
原
張
著
作
善
類
堂
と
題
す
る
七
律
が
あ
る
。

（
1
4
）
「
続
集
」
五
答
王
観
復
の
第
四
状
に
「
頓
首
、
承
魚
仲
修
待
程
信
蠕
来
、
遂
解
印
、
便

　
　
欲
作
整
暇
堂
意
記
去
。
乍
到
青
神
、
終
日
接
応
人
事
、
比
夜
則
喀
然
就
臥
、
終
無
意
可

　
　
作
。
…
」
と
あ
る
に
よ
る
。

（
1
5
）
青
神
県
中
得
両
張
、
愛
民
財
力
一
物
）
惟
恐
傷
。
二
公
身
安
民
乃
楽
、
新
葺
城
頭
五

　
　
一
六
）
月
涼
。
竹
鋪
不
椀
呉
綾
櫻
、
東
西
開
軒
蔭
清
飽
。
当
官
借
景
未
傷
民
、
恰
似
馨
池

　
　
取
名
月
。

（
1
6
一
『
宋
会
要
』
職
官
四
七
－
一
、
六
二
－
二
七
、
七
＝
丁
六
、
選
挙
二
一
－
四
、
食
貨
六

　
　
八
－
八
四
な
ど
。

一
1
7
一
『
宋
会
要
』
難
降
官
七
三
－
六
。
同
七
四
－
一
一
の
嘉
泰
元
年
八
月
二
十
三
日
、
知
滝

　
　
川
府
の
任
命
取
り
消
し
の
場
合
は
、
「
理
作
自
陳
」
と
い
う
自
ら
の
希
望
で
宮
観
差
遣
を

　
　
与
え
る
と
い
う
形
式
を
と
り
、
実
質
的
に
は
処
罰
の
意
味
を
ゆ
る
め
た
措
置
で
あ
っ
た
。

＾
1
8
一
陸
溢
『
剣
南
詩
藁
』
七
三
袈
季
長
二
首
の
原
注
に
「
季
長
晩
著
書
数
百
巻
」
と
あ
る
。
現

　
　
在
は
す
べ
て
侠
。

（
！
9
）
『
石
湖
居
士
詩
集
」
一
八
江
源
縣
張
季
長
正
字
家
善
類
堂
〈
季
長
蓋
出
先
世
所
蔵
圏
書
、

　
　
壁
有
趨
清
献
公
爲
令
時
題
名
。
是
日
食
新
米
、
坐
中
皆
賛
喜
、
夏
初
嘗
大
早
也
〉
「
我
窮

　
　
江
源
來
、
名
勝
頗
追
逐
。
薫
風
秀
沃
野
、
在
盧
得
寄
囑
。
類
堂
有
佳
士
、
文
字
照
鎌
竹
。

　
　
圖
書
抱
世
守
、
古
錦
覇
玉
軸
。
黄
金
不
滴
賃
、
故
園
有
喬
木
。
遼
巡
酒
如
溺
、
雲
雲
具

　
　
水
陸
。
田
頭
新
穀
升
、
一
飯
香
滴
屋
。
回
思
閾
雨
時
、
敢
望
遼
炊
玉
。
摩
裟
壁
間
題
、

　
　
明
府
遂
州
牧
。
山
高
江
水
長
、
百
世
照
戸
祝
。
我
來
坐
琴
壇
〈
琴
壇
在
成
都
西
園
、
清

　
　
献
公
弾
琴
宴
坐
虚
〉
、
覗
汗
娩
前
燭
。
空
饒
煙
霞
摘
、
未
許
是
公
濁
。
請
歌
青
城
遊
、
或

　
　
附
書
奮
録
」

一
2
0
一
前
節
で
紹
介
し
た
、
恐
ら
く
善
類
堂
に
建
て
ら
れ
て
い
た
頓
起
ら
題
名
碑
の
出
土
地
が

　
　
江
原
鎮
の
東
七
里
ほ
ど
の
所
と
い
う
伝
承
は
、
陸
溢
が
宿
を
と
っ
た
江
源
県
の
東
十
里

　
　
に
あ
る
張
氏
の
亭
子
が
善
類
堂
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
2
1
一
近
藤
一
成
「
西
園
雅
集
考
－
宋
代
文
人
伝
説
の
誕
生
－
一
続
一
」
＾
『
史
観
』
一
四
一
一

　
　
九
九
九
）
。

（
補
注
一
収
蔵
家
の
印
に
つ
い
て
は
、
佐
野
光
一
「
黄
州
寒
食
詩
巻
の
伝
来
」
（
『
中
国
書
法
ガ

　
　
イ
ド
蘇
執
集
』
二
玄
社
　
一
九
八
八
一
が
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ

　
　
た
い
。
一
群
馬
大
学
石
田
肇
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
一



付
蘇
執
黄
州
寒
食
詩

　
　
　
家
雀
准
人
ム

希
昏
－
－
タ
盟
丑

季
を
萎
φ
至
盗

案
倉
窮
箏
嚢

望

我
、
黄
州
に
来
た
り
て
よ
り
已
に

≡
た
び
の
寒
食
を
過
ご
す
。
年
々

春
を
惜
し
ま
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

春
去
っ
て
惜
し
む
を
容
さ
ず
。
今

年
ま
た
雨
に
苦
し
む
。
両
月
、
秋
、

藷
憲
た
り
。
臥
し
て
聞
く
海
葉
の

花
、
泥
は
燕
支
の
雪
を
汚
す
を
。

　
　
ひ
モ

闇
中
楡
か
に
負
い
て
去
る
。
夜
半
、

真
に
力
有
り
。
何
ぞ
殊
な
ら
ん
や
、

病
め
る
少
年
の
、
病
よ
り
起
て
ば

頭
已
に
白
き
に
。

春
江
、
戸
に
入
ら
ん
と
欲
し
、
雨

勢
来
た
り
て
已
ま
ず
。
小
屋
、
漁

舟
の
如
く
、
濠
々
た
り
水
雲
の
裏
。

空
庖
に
寒
菜
を
麦
、
破
竈
に
湿
葦

を
焼
く
。
那
ぞ
知
ら
ん
是
れ
寒
食
、

　
　
　
　
　
　
　
ふ
く

但
だ
見
る
鳥
の
昏
を
街
む
を
。
君

門
九
重
に
深
く
、
墳
墓
万
里
に
在

り
。
也
た
塗
窮
に
突
せ
ん
と
擬
す

る
も
、
死
灰
吹
け
ど
も
起
た
ず
。

右
黄
州
寒
食
二
首

東
披
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
宋
代
士
夫
夫

黄
庭
堅
　
蹴

砂
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
套
器
＝

養
見
筈
一

東
披
の
此
の
詩
、
李
太
白
に
似

た
る
も
、
猶
お
恐
ら
く
は
太
白

も
未
だ
到
ら
ざ
る
処
あ
ら
ん
。

此
の
書
、
顔
魯
公
、
楊
少
師
、

李
西
奏
の
筆
意
を
兼
ぬ
。
試
み

に
東
披
を
し
て
復
た
こ
れ
を
為

ら
し
め
ん
も
、
未
だ
必
ず
し
も
こ

れ
に
及
ば
ら
ざ
ら
ん
。
乞
日
、

東
披
あ
る
い
は
此
の
書
を
見
れ

ば
、
応
に
我
の
佛
無
き
処
に
お

い
て
尊
を
称
す
る
を
笑
う
べ
し
。

一
二
玄
社
刊
「
蘇
較
　
黄
州
寒
食
詩
」
巻
子
一

九
五


